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公

立 和歌山県立医科大学 
問合せ先 学生課 

〠641-8509 和歌山市紀三井寺 811-１ 

☎(073)441-0702 http:// www.wakayama-med.ac.jp/ 

 

教育目標＆特色 

和歌山県立医学専門学校として創設されて以来、幅広い教養、豊かな思考力と創造性を滋養し、豊かな人間性と

高邁な倫理観に富む資質の高い人材、高度で専門的かつ総合的な医 学的能力を身につけた人材、コミュニケーショ

ン能力及びリーダーシップを備えた協調性の高い人材、地域医療及び健康福祉の向上に寄与するとともに国際的に

も活躍できる人材の養成を目指している。2010 年に卒後臨床研修センターを中核にした高度医療人育成センター、

2013 年には小児医療センターを開設。2014 年には地域医療支援センターの移設とともに、遠隔診療用に地域の医療

機関とのネットワークも構築し、ロボット支援手術や強度変調放射線治療設備、ハイブリッド型手術室などを備え

た附属病院東棟が完成した。 

 

カリキュラムの特色 

 医学部では、知識に偏重した従来型の教育を脱却し、知識・技能・態度(倫理観)を総合的に育成できる教育を目

指して成果基盤型教育を行っている。また、構造・機能、臓器別の横断的・総合的なカリキュラムを導入し、１年次

～４年次にも患者に接する機会を増やすなど国際基準に適合し、臨床・研究能力の高い医師の育成が出来るように

カリキュラム改革を行った。 

 １年次にはリベラルアーツ(教養教育)が中心となり、医学部への準備教育や自然科学、社会人としての教養、医

師としての倫理を学ぶ。入学後の早い時期に医療の現場を体験する Early Exposure 早期臨床体験実習を実施し、医

師や医療に対する関心を高め、これから医学を学ぶにあたっての問題意識を深めるカリキュラムもある。また、２

年次、３年次には臨床の基礎となる基礎医学の領域を中心として学ぶとともに、約２か月間の基礎配属において研

究に親しむ期間を設けている。基礎医学は肉眼解剖から遺伝子レベルに至る人体の構造と機能を学び、さらに病気

の病態、病因、薬物の作用、社会と疾病の関りについても学ぶ。３年次の後半から４年次には病気の診断、治療、予

防に関する臨床医学の基礎的な内容を学び、共用試験に合格した学生は Student Doctor として、４年次後半から６

年次前半にかけて臨床実習を履修する。臨床実習ではより診療参加型実習を行うとともに、臨床実習の評価、卒業

時 OSCE を行っている。 

 また、患者の心の痛みにも目を向け、社会的な支援システムなども理解し、地域医療にも早期から慣れ親しむた

めのケアマインド、地域医療マインド育成にも力を入れており、１年次から早期臨床体験実習や地域福祉施設体験

実習を行い、２年次には保育園実習・障害者福祉施設実習、５年次には医療問題ロールプレイや緩和ケア病棟実習

などを行っている。さらに、臨床技能をシミュレーターを用いて磨き、より実践的な技能を身につけられるよう臨

床技能研修センターも併設している。平成 25 年度からは、大学院博士課程の一部を履修できる大学院準備課程を開

始した。これにより、医学部在学中に研究の基礎を学ぶことができるほか、大学院履修期間の短縮も可能となる。

これらの取り組みを通じて、総合的・専門的な基礎・臨床能力を高めるとともに医師としての倫理観、人間性の涵

養を図り、地域医療に貢献し、国際的にも活できる全人的医学教育を目指している。 

 

大学ＤＡＴＡ 

◆沿革 昭和 20 年創設の和歌山県立医学専門学校が前身。旧制の医科大学を経て、昭和 27年に医学部を設置した。 

◆学部所在地 ＊三葛キャンパス(１年次)＝〠641-0011 和歌山市三葛 580 ｱｸｾｽＪＲ紀三井寺駅下車、徒歩約 10

分。 

＊紀三井寺キャンパス(２年次～６年次)＝問合せ先に同じ。ｱｸｾｽＪＲ紀三井寺駅下車、徒歩約 15分。ＪＲ和歌山駅、

南海和歌山市駅から医大病院行バスで約 30分、医大病院前下車、徒歩３分。 

◆学部学科・定員 医学部＝医学科 100 名 

◆大学院 医学研究科＝地域医療総合医学専攻 14名、構造機能医学専攻 10名、器官病態医学専攻 18名 

◆おもな付属施設 附属病院、紀北分院、先端医学研究所、中央研究機器施設、動物実験施設など。 

◆学寮 設置していない。 
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参考資料 

●医師国家試験合格率 

区分 
全 体 新 卒 既 卒 

志願者 受験者 合格者 合格率 志願者 受験者 合格者 合格率 志願者 受験者 合格者 合格率 

2017 91 85 78 91.8% 89 83 77 92.8% 2 2 1 50.0% 

2016 113 109 108 99.1% 109 105 105 100.0% 4 4 3 75.0% 

2015 87 83 80 95.4% 81 77 74 96.1% 6 6 6 100.0% 

 

●学校納付金(2018 年度) 

区 分 
県内出身者 県外出身者 

入学手続時 初年度総額 ２年次以降 入学手続時 初年度総額 ２年次以降 

入学金 282,000 円 282,000 円 ‐ 752,000 円 752,000 円 ‐ 

授業料 ‐ 535,800 円 535,800 円 ‐ 535,800 円 535,800 円 

合 計 282,000 円 817,800 円 535,800 円 752,000 円 1,287,800 円 535,800 円 

６年間総計 3,496,800 円 3,966,800 円 

＊授業料は前期・後期に分納する。ほかに諸会費が必要になる。 

 

●奨学金制度 

 日本学生支援機構奨学金のほかに、本学独自の奨学金、地方公共団体や民間奨学団体の奨学金制度がある。 
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          2018 年度入試要項            
 

募集人員 

区分 一般前期 一般後期 推薦 ＡＯ 編入学 

医学科 79 ‐ 21 ‐ ‐ 

＊一般前期の内訳は一般枠 64 名、県民医療枠 15 名。県民医療枠は県内の地域中核病院で医療に従事する強い意欲を有する者が対象。 

＊推薦の内訳は一般枠６名程度、県民医療枠５名程度、地域医療枠 10 名。 

 

試験日程 

試験区分 出願期間 試験日 合格発表日 手続締切日 

一般  

入試 

前期日程 １月 22 日～１月 31 日 ２月 25 日・26 日 ３月６日 ３月１３日 

後期日程 募集しない 

推薦

入試 

１次選考 
12 月 13 日～12 月 19 日 

書類選考 ２月１日   

２次選考 ２月４日 ２月６日 ２月９日 

 

一般入試 

試験区分 教科 科目(→は選択科目数) 配点 時間 

ｾﾝﾀｰ試験 

国 語 国。 100 80 

地歴・公民 世Ｂ、日Ｂ、地理Ｂ、倫政経→１。 100 60 

数 学 数Ⅰ・数Ａと、数Ⅱ・数Ｂ、簿、情報→１の計２。 100 各 60 

理 科 物、化、生→２。 150 各 60 

外国語 英(リスニングを含む)。 150 80 

個別試験 

数 学 数Ⅰ・数Ⅱ・数Ⅲ・数Ａ・数Ｂ(列ベ)。 250 100 

理 科 物基・物、化基・化、生基・生→２。 250 120 

外国語 コ英Ⅰ・コ英Ⅱ・コ英Ⅲ・英表Ⅰ・英表Ⅱ。 200 100 

面 接 個人面接。 ‐ ‐ 

＊面接は医療人・医学研究者としての適性を評価する。 

 

推薦入試 

 ①推薦条件＝一般枠は和歌山県内の高校または保護者が県内に居住する成績概評Ａ段階の現役。県民医療枠は卒

業後に和歌山県内の地域中核病院で研修し、将来医師や研究者として県民医療に貢献する強い意欲がある成績概評

Ａ段階の現役。地域医療枠は和歌山県内の高校または保護者が県内居住で、卒業後は県が指定する公的医療機関に

勤務し、地域医療に貢献する強い意欲がある成績概評Ａ段階の現役・１浪。②選考方法＝センター試験(５教科７

科目)の成績による１次選考の合格者に書類審査・面接を課す。<センター試験> ◇国語＝国。◇地歴・公民＝世

Ｂ、日Ｂ、地理Ｂ、倫政経から１科目選択。◇数学＝数Ⅰ・数Ａ、数Ⅱ・数Ｂの計２科目。◇理科＝物、化、生か

ら２科目選択。◇外国語＝英(リスニングを含む)。面接は個人面接と集団面接で、医療人・医学研究者としての適

性を評価する。 

 

＊合否判定 一般入試はセンター試験・個別試験の総合点で判定する。 

＊二段階選抜 一般入試は 3.3 倍で実施する。 

＊試験場 一般・推薦＝本学紀三井寺キャンパス(ＪＲ紀三井寺駅下車、徒歩約 15 分。ＪＲ和歌山駅、南海和歌山市

駅から医大病院行バスで約 30分、医大病院前下車、徒歩３分)。 

＊受験料 一般 17,000 円、推薦 17,000 円 

 

入試のポイント 

 一般入試のセンター試験は５教科７科目、個別試験は数学・理科・英語の３教科＋面接。配点ウエートは個別

試験にやや重点があり、個別試験の出来具合が合否のポイントとなる。数学・理科・英語の３教科とも幅広い知識

が試されるから、過去問を研究して教科書で基礎を完全にするとともに、参考書などで応用力をつけておきたい。
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なお、前期において県民医療枠で出願した者は、県民医療枠で合格とならなかった場合、一般枠の選抜の対象とな

る。推薦において一般枠、県民医療枠、地域医療枠を併願することはできない。 
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         2017 年度入試ＤＡＴＡ            
 

●入学者選抜実施状況                   ＊２段階選抜は第１段階不合格者数を示す。 

区分 募集人員 志願者 ２段階選抜 受験者 当初合格 追加合格 合格者 競争率 入学辞退 入学者 

前期(一般) 64 260 62 176 64 1 65 2.7 1 64 

前期(県民) 15 90 26 54 13 0 13 4.2 0 13 

推薦(一般) 6 22 ‐ 

33 23 0 23 1.4 0 23 推薦(県民) 5 32 ‐ 

推薦(地域) 10 22 ‐ 

 

【合格者の成績】                       カッコ内は 2016 年度。 

区分 配点 最高点 最低点 平均点 

前期 1350(1350) 1019(1091) 854(857) 893(905) 

 

＊入学者の現浪別内訳 現役 43 人、浪人等 57 人。 

＊入学者の男女別内訳 男子 61 人、女子 39人。 

＊入学者の出身地別内訳 和歌山 38 人、その他 62 人。 

 

【志願者数の推移】 

 

 

●小論文の内容 

 小論文は課さない。 

 

●面接の内容 

 一般入試・推薦入試とも行う。個人面接で面接官３名、時間は約 10 分。志望の動機、なぜ医者になりたいか、な

どが聞かれる。 
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